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今号から、市議会だよりが
左とじ、横書きになりました。
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代表質問を２時間から１時間に変更しました
　　　　　　　詳しくは６ページをご覧ください。

　令和３年３月定例会は、２月２２日か
ら３月１８日までの２５日間にわたり開
催しました。
　本定例会では、「令和３年度越谷市一
般会計予算について」など５８件の市長
提出議案が提出されました。また、議員
提出議案３件、委員会提出議案２件が提
出され、可決または否決しました。（各
議案の審議結果は３ページに掲載してい
ます。）
※定例会の日程は市議会ホームページを
ご覧ください。

スマホ用アプリ「マチイロ」で
市議会だよりをご覧いただけます。

第５次総合振興計画を着実に推進し
　いきいきと活性化するまちづくりを進める
　　　　　　　　　　　　   　 ― 令和３年度当初予算を可決 ―

市議会の様子は、市議会ホームページからご覧いただけます。 越谷市議会 検索
http://www.city.koshigaya.saitama.jp/kurashi_shisei/gikai/

３ 月 定 例 会 の 概 要

　これまで本庁舎４階にあった議場、
議会事務局が、５月から新本庁舎の
供用開始に伴い移転しました。新議
場は新本庁舎８階、議会事務局は７
階です。傍聴にお越しの際は、新本
庁舎北側のエレベーターで７階議会
事務局にお越しください。

議会事務局→新本庁舎７階
議　　場→新本庁舎８階です 出
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❷　　　　　こしがや市議会だより　令和３年（2021年）５月1日

　質疑および討論については、その主なもの
を掲載しています。
　各議案の概要は市議会ホームページに掲載
しています。

　第１号被保険者に係る介護保険料の見直し
に伴い、所要の改正を行う必要があるため、
提案されました。介護保険料は、介護給付対
象サービスの見込量等に基づいて算定した保
険給付に要する費用の予測額等に照らし、３
年ごとに見直しを行うこととされています。
　本条例は、本年（２０２１年）４月１日か
ら施行します。

▶反対討論
　市は、できる限り保険料の上昇を抑えよう
と努力していることは理解する。しかし、介
護保険制度の仕組みが国の負担割合を２５％
と低い状態で固定化しているため、６５歳以
上の第１号被保険者にしわ寄せがきている。
該当者のほとんどが年金生活者であり、医療
費がかさむ年齢層で生活は大変になるばかり
である。これ以上の負担を求めるべきではな
いと考え、反対する。

　下水道使用料の見直しに伴い、所要の改正
を行う必要があるため、提案されました。
　本条例は、本年（２０２１年）９月１日か
ら施行し、１１月１日以後に使用料の支払い
を受ける権利の確定される使用料について適
用します。
▶反対討論
　下水道は公衆衛生にとって欠かせないイン
フラであり、極めて公共性の高い行政財産で
ある。国や自治体がその費用を負担すべきで
あり、下水道事業に独立採算を追求する考え
方はなじまないものと考える。使用料金や経
費回収率の引き上げは行うべきではないと考
え、本議案に反対する。

　令和３年度（２０２１年度）当初予算は、
第５次総合振興計画前期基本計画の着実な推
進と、市民が誇れる、いきいきと活性化する

まちづくりをさらに推進するために編成され
ました。
▶議案質疑
問　コロナ禍での予算編成の特徴は。
答　令和３年度の当初予算は、財源の確保が
大きな課題であり、例年以上に厳しい予算編
成となった。このため、自主財源、依存財源
を問わず、歳入の確保に努めるとともに、歳
出では、事業の廃止や休止、先送り、縮小な
どを含めた、選択と集中による予算配分を進
める中で、子育てしやすい環境づくりの推進、
災害に強いまちづくりの２つの取り組みを中
心として予算編成をした。
▶反対討論
　本予算議案には評価する点や進めるべき施
策もあるものの、保育所や小中学校の大規模
化につながる統廃合の予算も含まれている。
子どもの健全な成長発展にとって見過ごせな
い懸念がある施策を計画ありきで進めようと
する内容が含まれているため、反対する。
▶賛成討論
　計画初年度を迎える第５次総合振興計画に
沿って、コロナ禍においても子育てしやすい
環境づくりの推進、災害に強いまちづくりへ
の取り組みを考慮している。また、限られた
財源の効果的、効率的な配分に努めるなど、
本市の目指すまちづくりの実現に必要なもの
であると確信し、賛成する。

　意見書の要旨等については、市議会ホーム
ページに掲載しています。

　この議案は、細川威議員ほか７人から共同
提案されました。
▶議案質疑
問　民法および戸籍法における「嫡出でない
子」は、法律上の婚姻関係にない男女の間に
出生した事実関係を意味し、差別的な意味合
いとして用いられるものではない。これにつ
いてどのように考えるか。
答　嫡出子は婚姻関係があることとなってい
る。その対義語は庶生、類義語には妾腹、い
わゆる妾の子という意味合いも含まれている。
出生届で嫡出子、嫡出でない子の記載欄とは
なっているが、実際、出生届を出す際に、違
和感を感じる方も多くいる。そういった意味
で差別があるのではないかと思う。
▶反対討論
　婚外子の記載については、戸籍法を改正す
べきとの意見もある一方で、表現の当否も含
め、嫡出子と嫡出でない子は区別し、続柄に
ついても明記しておくべきとの意見もあり、
賛否について議論が定まらない状況となって
いる。このため、本件は慎重に検討しながら
判断していく必要があると考える。現時点で
法改正を国に要請するという状況にはないと
考え、反対する。
▶賛成討論
　嫡出という言葉は、正当な後継者という意
味を持っており、出生届の嫡出でない子にチ
ェックを入れることは、単に婚姻外で生まれ
たことを示す以上に差別的な意味がある。ま
た、戸籍の続柄欄は、民法上の権利義務に影
響はなく、これも不必要な記載であると言え

る。全ての子どもの権利が最も優先され、差
別や偏見のない社会となることを強く望むこ
とから、賛成する。
【議決結果】可決

　この議案は、山田大助議員ほか５人から共
同提案されました。
▶議案質疑
問　現役世代に負担を求めず、国が負担をす
べきだという考え方の見解は。
答　日本は社会保障における企業負担の割合
が極端に少なく、その分個人負担が非常に多
い。将来的な課題であるが、この制度を変え
ていくことで、国が持ち出す部分はそれ程増
やさず、個人の負担を減らせるのではないか
と考えている。
▶反対討論
▷　昨年１２月に閣議決定された、全世代型
社会保障の方針は、後期高齢者の医療費負担
が２割に引き上げられる見通しで、高齢者に
も負担能力に応じた負担を求めるものであり、
我々の主張と同じ方向のものである。ただし、
現役世代については、所得に応じた負担には
なっていないなどの改革すべき点もあるが、
７５歳以上の医療費窓口負担２割化に反対ま
でするものではない。以上の理由から、本議
案に反対する。
▷　全世代対応型の社会保険制度を構築する
ための健康保険法等の一部を改正する法律案
は、現役世代の負担増の軽減を図る必要があ
ること、また、社会保険料の免除対象を広げ
ることなど、全世代対応型の社会保険制度を
構築するための法案となっている。以上のこ
とから、反対する。
▶賛成討論
　７５歳以上の高齢者の医療費窓口負担で患
者本人に２割負担を導入することについては、
経済的事情による受診抑制を拡大することに
つながるため、医療関係者をはじめ、国民の
多くが反対の声を上げている。若い世代の負
担軽減というなら、国としての公的役割を果
たすべきと考える。以上のことから、賛成す
る。
【議決結果】否決

　この議案は、山田大助議員ほか５人から共
同提案されました。
▶議案質疑
問　資力のある親族がいるにもかかわらず、
生活保護制度を利用する方に対しての考え方
は。
答　親族にある程度の資力があったとしても、
本人の収入が少ない状況であれば、生活保護
は権利として使っていいものと考える。また、
使える状況がより望ましいと考えている。
▶反対討論
▷　現状の生活保護制度では、あらゆる制度
を利用した上で、まだ生活ができない方々を
保護するもので、保護より扶養が優先される
以上、どこまで確認するかある程度配慮をし
ながらも扶養照会を直ちにやめるとはならな
いと考え、反対する。
▷　扶養義務の履行が期待できると判断され
る者に対し、その責任を果たしていただくこ
とが国民から信頼される生活保護制度の運用
につながると考える。また、扶養照会により、
精神的な援助等が制度の上では重要などの理
由から、反対する。

主  な  議  案  の  内  容

令和３年度（2021年度）当初予算の概要
区　分 予算額 増減率（％）
一般会計
特別会計
病院事業会計

公共下水道事業会計

総　額

1032億円
  577億9900万円
  136億2300万円
  106億5300万円

1852億7500万円

▲2.3 
2.6 
10.0 
▲1.5 

0.1 

いきいきといつまでも生活していくために

越谷市介護保険条例の一部を改正する
条例制定について

越谷市下水道条例の一部を改正する
条例制定について

令和３年度越谷市
一般会計予算について

市長提出議案

婚外子差別撤廃のための戸籍法改正を
国に求める意見書について

生活保護申請における
扶養照会の見直しを求める意見書について

７５歳以上の医療費窓口負担２割化に
反対する意見書について

議員提出議案
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▶賛成討論
▷　扶養照会により、親族に知られたくない
などの理由で申請をためらう人は少なくない。
市でも照会を行ったものの、援助につながっ
たのは僅かであり、職員の業務負担のほうが
大きいのではないかと思う。また、厚生労働
省は、扶養が期待できなければ親族への照会

はしなくてもよいとしているが、明確に廃止
していないため、自治体によって差が出てい
る。以上のことから、賛成する。
▷　扶養照会は利用を阻む壁になっている。
扶養照会が親族の支援につながっているのか
福祉事務所の職員からも、業務負担が大きい
だけ、意味がない、税金の無駄という批判が

上がっている。厚生労働省は、扶養が期待で
きなければ親族への直接照会はしなくてよい
としている。本人の承諾なしには扶養照会は
禁止にするなど、利用しやすくするための全
面的な運用の見直しを求め、賛成する。
【議決結果】否決

◇議案の概要は市議会ホームページから確認できます。審議結果令和３年３月定例会
すべての議員が賛成した議案
議案番号

省略

付　託
委員会 議　案　名 議案番号 付　託

委員会 議　案　名

市長提出
第 2 号

省略

省略

省略

市長提出
第 3 号
市長提出
第 4 号

市長提出
第 5 号

～

第 1 8 号

省略

総務

総務

総務

民生

民生

民生

民生

民生

民生

民生

市長提出
第19号～20号
市長提出
第 2 1号
市長提出
第 2 2 号
市長提出
第 2 3 号

民生

市長提出
第 2 4 号

民生

市長提出
第 2 5 号

民生

市長提出
第 2 7号
市長提出
第 2 8 号
市長提出
第 2 9 号
市長提出
第 3 0 号
市長提出
第 3 1号
市長提出
第 3 2 号
市長提出
第 3 4号
市長提出
第 3 5 号
市長提出
第 3 7 号

市長提出
第 3 8 号
市長提出
第 3 9 号
市長提出
第 4 0 号
市長提出
第 4 1号
市長提出
第 4 2 号
市長提出
第 4 3 号
市長提出
第 4 4号
市長提出
第 4 5 号
市長提出
第 4 6 号
市長提出
第 4 8 号
市長提出
第 4 9 号
市長提出
第 5 1号
市長提出
第 5 2 号
市長提出
第 5 3 号
市長提出
第 5 4号
市長提出
第 5 5 号
市長提出
第 5 6 号
市長提出
第 5 8 号
市長提出
第 5 9 号
委員会提出
第 1 号
委員会提出
第 2 号

令和２年度越谷市公共下水道事業会計補正予算（第２号）について

令和２年度越谷都市計画事業西大袋土地区画整理事業費特別会計補
正予算（第２号）について
令和２年度越谷市公共用地先行取得事業費特別会計補正予算（第１
号）について

越谷市立あだたら高原少年自然の家解体工事請負契約の締結につい
て

令和２年度越谷市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）につい
て

越谷市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例制定
について

令和３年度越谷都市計画事業東越谷土地区画整理事業費特別会計予
算について
令和３年度越谷都市計画事業七左第一土地区画整理事業費特別会計
予算について

民生

民生

建設

総務

民生

建設

予算

予算

予算

予算

予算

予算

予算

予算

総務

民生

省略

省略

教育・
環境経済
教育・
環境経済
分割
（※）

教育・
環境経済

越谷市立体育館条例の一部を改正する条例制定について

令和２年度越谷市一般会計補正予算（第１１号）について

令和２年度越谷市介護保険特別会計補正予算（第３号）について

令和２年度越谷市病院事業会計補正予算（第２号）について

令和３年度越谷市国民健康保険特別会計予算について

令和３年度越谷市後期高齢者医療特別会計予算について

令和３年度越谷市母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計予算につい
て

令和３年度越谷都市計画事業西大袋土地区画整理事業費特別会計予
算について

令和３年度越谷市公共用地先行取得事業費特別会計予算について

令和３年度越谷市病院事業会計予算について

越谷市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について

越谷市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について

越谷市議会会議規則の一部を改正する規則制定について

越谷市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること
について（木村　正英　氏（新任）　與喜多　正人　氏（新任））

専決処分事項の承認を求めることについて（令和２年度越谷市一般
会計補正予算（第１０号））
越谷市副市長の選任につき同意を求めることについて
（青山　雅彦　氏（再任））
越谷市公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて
（川合　時雄　氏（再任））
越谷市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
（宇田川　道代　氏（再任）　大熊　　敏夫　氏（新任）
　荻島　　元治　氏（再任）　金子　　繁雄　氏（再任）
　小林　　博　　氏（新任）　坂巻　　秀雄　氏（再任）
　渋谷　　喜代治氏（再任）　瀬尾　　守　　氏（新任）
　田口　　勲　　氏（再任）　藤井　　光昭　氏（再任）
　三ツ木　宗一　氏（再任）　山﨑　　保夫　氏（再任）
　𠮷田　　佳子　氏（再任）　小沼　　真由美氏（新任））

押印を求める手続の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例制定
について

越谷市地区センター設置及び管理条例の一部を改正する条例制定に
ついて

議決事項の一部変更について（越谷市大沢地区センター・公民館改
修工事（建築）請負契約の締結）

越谷市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例制定について
越谷市指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営等に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例制定について
越谷市軽費老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例等
の一部を改正する条例制定について
越谷市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営等に関する
基準を定める条例等の一部を改正する条例制定について
越谷市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等に関する基準を定める条例及び越谷市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並
びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法等に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について
越谷市指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営等に関
する基準を定める条例等の一部を改正する条例制定について

越谷市介護保険条例の一部を改正
する条例制定について
越谷市こども医療費支給に関する条例及び越谷市重度心身障害
者医療費支給に関する条例の一部を改正する条例制定について
越谷市下水道条例の一部を改正す
る条例制定について

包括外部監査契約の締結について

越谷市手数料条例の一部を改正する条例制定について

越谷しらこばと基金条例の一部を改正する条例制定について

越谷市公民館設置及び管理条例の一部を改正する条例制定について

越谷市食品衛生法施行条例の一部を改正する条例制定について

※総務、民生、建設、教育・環境経済分割
凡例：○…賛成　　×…反対　　議…議長（議長は採決に加わりません）
会派名の日本共産党は「日本共産党越谷市議団」、刷新クラブは「越谷刷新クラブ」、維は「日本維新の会」、無は「無所属」の略 ≪越谷市議会議員　条例定数＝３２人　現員数＝３１人≫
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議案番号 付託委員会

民生
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議案名

会派名

議員名

市長提出
第 2 6 号
市長提出
第 3 3 号
市長提出
第 3 6 号

426○○○○○○○

××××

○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○

426○○○○○○○

××××

○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○

426○○○○○○○

××××

○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○

可決

可決

可決

可決

可決

可決

否決

否決

建設

令和３年度越谷市一般会計予算に
ついて

市長提出
第 4 7 号 426○○○○○○○

××××

○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○予算

令和３年度越谷市介護保険特別会
計予算について

市長提出
第 5 0 号 426○○○○○○○

××××

○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○予算

令和３年度越谷市公共下水道事業
会計予算について

市長提出
第 5 7 号 426○○○○○○○

××××

○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○予算

婚外子差別撤廃のための戸籍法改
正を国に求める意見書について

議員提出
第 1 号 723○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

××××××

議

×

省略

75歳以上の医療費窓口負担２割化
に反対する意見書について

議員提出
第 2 号 1911

×

○

×××××

○○○○○○○○○○

××××××××××××

議

×

省略

生活保護申請における扶養照会の
見直しを求める意見書について

議員提出
第 3 号 1911

×

○

×××××

○○○○○○○○○○

××××××××××××

議

×

省略
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第１体育館

❹　　　　　こしがや市議会だより　令和３年（2021年）５月1日

民  生
　３月定例会に上程された議案のうち、市長提出議案２８件が所管の常任委員会に付託され審査
を行い、全ての議案を原案可決しました。
　※質疑のあった議案については主な質疑項目を掲載しています。また、賛否が分かれた議案に
ついては、質疑項目と答弁要旨を掲載しています。

常任委員会の活 動

建  設

総  務

越谷しらこばと基金条例の一部を改正する
条例制定について
　基金の活用状況や市民団体への周知など
について質疑がありました。
越谷市介護保険条例の一部を改正する条例
制定について
問　近隣自治体との調整交付金の差は。
答　今年度の調整交付金は約４億６６００
万円であり、草加市、川越市等と比べ、大
きな差はない。
問　他市と介護保険料の差がある理由は。
答　自治体によって事業所の整備が進まな
い現状があり、サービスの利用環境が異な
るなど、都市部とそれ以外で１人当たりの
給付額に差が生まれると考えられる。
問　国の負担割合増を求める要望は。
答　全国一律の制度のため、毎年中核市市
長会を通じて、国の負担割合や公費負担の
あり方を見直していただくよう要望してい
る。引き続き機会を捉えて求めていきたい。
問　保険料段階設定の所得階層区分を細分
化した理由および他市の状況は。
答　６００万円以上の収入の方を一律で最
高の１２段階に設定していたが、公平性か
ら細分化に至った。状況は、自治体による。
▶討論　反対討論が１件ありました。
越谷市指定通所支援の事業等の人員、設備
及び運営等に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例制定について
　身体的拘束に対する認識や保護者からの
苦情等の状況などについて質疑がありまし
た。
越谷市軽費老人ホームの設備及び運営に関
する基準を定める条例等の一部を改正する
条例制定について

　市内の高齢者施設等における虐待事例な
どについて質疑がありました。
越谷市指定障害福祉サービスの事業等の人
員、設備及び運営等に関する基準を定める
条例等の一部を改正する条例制定について
　就労継続支援Ａ型事業所の利用者の労働
時間や運営状況に関する評価の公表を義務
付けることの効果について質疑がありまし
た。
越谷市こども医療費支給に関する条例及び
越谷市重度心身障害者医療費支給に関する
条例の一部を改正する条例制定について
問　電子資格確認等により、被保険者であ
ると確認を受けられるようになるが、マイ
ナンバーカードの発行件数および紛失した
場合の対応は。
答　１月末現在で８万５９２３件、市の人
口の約２５％となる。紛失については、所
定の手続き後、一時停止し、見つかれば市
役所で一時停止解除を行う。
▶討論　反対討論が１件ありました。

越谷市食品衛生法施行条例の一部を改正す

る条例制定について
　ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の導入支援
の取り組みおよび事業者への周知について
質疑がありました。
令和２年度越谷市国民健康保険特別会計補
正予算（第４号）について
　国保税医療給付費分現年課税分の減額理
由について質疑がありました。
令和２年度越谷市病院事業会計補正予算
（第２号）について
　医業外収益における一般会計補助金の内
容について質疑がありました。

越谷市下水道条例の一部を改正する条例制
定について
問　料金改定による影響額と経費回収率は。
答　料金改定による収入増について、年間
を通して改定の影響を受ける令和４年度以
降は３億４０００万円となる見込みであり、
このうち一般家庭の使用と考えられる５０
㎥以下ではおおむね２億５８００万円とな
る見込みである。また、適正な料金体系構
築のため、経費回収率１００％に向け取り
組んでおり、令和元年度の経費回収率は、
９１．８％である。
問　料金改定の必要性を周知する考えは。
答　料金改定について、広報こしがやや市
ホームページに掲載するとともに、全ての
使用者に、料金改定の内容と必要性につい
て記載した通知を郵送する予定である。ま
た、今後もさまざまな財源確保策について
検討していくとともに、イベント等の機会
を通じて、使用者に下水道事業についてご
理解いただけるように取り組んでいきたい。
問　大口使用者の料金体系の考え方は。
答　本市では、他団体と比較し相当遅くま
で一律単価である従量制の料金体系を採用
しており、累進制を採用していた他団体と
比較すると、小口使用者の料金はやや高く、
大口使用者の料金はやや低い状態であった。

平成２８年度の料金改定から累進制を採用
したが、急激な負担増を避けるため、段階
的な見直しを行っている。今回の料金改定
で、大口使用者は平均よりも高い改定率の
見直しとなっているが、改定後も他団体と
比較するとやや低い額となっている。
問　下水道事業における民間活用の考えは。
答　国において民間企業への業務委託や権
限移譲の考え方が示されているが、まずは
汚水処理施設と汚泥処理施設への活用を検
討すべきとされている。本市でこれらに該
当する施設はないが、形態が近い施設とし
て中継ポンプ場を多く運営しており、運転
監視と保守点検の業務を委託している。一
方、中継ポンプ場は水防活動と関わりがあ
り、職員による運営が必要であることから、

現時点では運営権の譲渡は予定していない。
今後も国の動向に注視していきたい。
▶討論　反対討論が１件ありました。
令和２年度越谷市一般会計補正予算
（第１１号）について
　平方公園整備事業や新方川緑道整備事業
などについて質疑がありました。
令和２年度越谷都市計画事業西大袋土地区
画整理事業費特別会計補正予算（第２号）
について
　今年度末における事業の進捗見込みや完
了時期の見込みについて質疑がありました。
令和２年度越谷市公共下水道事業会計補正
予算（第２号）について
　建設改良費の補正理由や負担金のあり方
などについて質疑がありました。

越谷市立体育館条例の一部を改正する条例
制定について
　第１体育館および第２体育館で定期利用
している団体の今後の活動場所について質
疑がありました。
越谷市立あだたら高原少年自然の家解体工
事請負契約の締結について
　随意契約に至った理由や解体後の跡地利
用などについて質疑がありました。

令和２年度越谷市一般会計補正予算
（第１１号）について
　給食センターにおける今後の改修予定な
どについて質疑がありました。

越谷市手数料条例の一部を改正する条例制
定について
　手数料の改正に伴う市内事業者への影響
などについて質疑がありました。
押印を求める手続の見直しに伴う関係条例
の整備に関する条例制定について
　オンライン手続きへの取り組み状況など
について質疑がありました。
令和２年度越谷市一般会計補正予算
（第１１号）について
　減収補てん債および特別減収対策債など
について質疑がありました。

委員会の詳細は録画映像をご覧ください。QRコードは５月１日からご覧いただけます。

教育・環境経済



予算特別委員会審査の様子

まるごとまちごとハザードマップのイメージ

こしがや市議会だより　令和３年（2021年）５月１日　　　　　❺委員会の詳細は録画映像をご覧ください。QRコードは５月１日からご覧いただけます。

問　市民税の減額理由は。
答　コロナ禍による景気低迷が影響してい
る。個人市民税の状況として、令和２年中の
失業率は前年と比べ０．４ポイント増、給与
収入は１．２％減、平均就業者数は４８万人
減となっているほか、ＧＤＰの１月からの三
四半期の平均がリーマンショック時と同率の
落ち込みであることから、同程度の落込み率
であるマイナス８．５３％を考慮した。ま
た、税制改正の影響等も加味し、現年分とし
て対前年比１３億６３００万円の減とした。
法人市民税は、税制改正に伴う影響に加え、
リーマンショック時の落込み率であるマイ
ナス２０．６９％を考慮し、対前年比６億
３５００万円の減とした。
問　一般財源の確保に対する考え方は。ま
た、市債発行の上限を取り払う考えは。
答　市税は、引き続き適正な課税と収納確保
に努める。また、地方交付税の適正な積算に
努めるほか、特定財源である国県支出金等を
活用していく。歳出は事業の見直し等を行っ
ていく。また、第５次総合振興計画前期基本
計画で、通常債の新規借入れ上限額を５０億
円以下とする目標を掲げているが、新本庁舎
建設では一時的に市債発行の上限を取り払っ
た。今後も大規模事業で市債を活用できるも
のは、一時的に上限を取り払う必要があると
考えているが、数年にわたり５０億円を超え
る借り入れをすることは避けたいと考えてい
る。
問　南越谷駅・新越谷駅周辺地域にぎわい創
出事業の委託料の内容は。また、今後の市民
参加の機会についての考え方は。
答　コミュニティプラザ施設維持管理等業務
委託料の内訳は、施設の管理および修繕のほ
か店舗の維持管理などである。人員配置や業
務の見直しを行ったこと、修繕費が減となっ
たことなどから、委託料は減となった。越谷
サンシティ整備事業アドバイザリー業務委託
料について、令和３年度はＰＦＩ法に準じ、
実施方針および要求水準書の案の策定を進め
る。高い専門性や知識、経験を必要とするた
め、全般的な支援を委託する。具体的には、
事業手法などの検討、マーケットサウンディ
ング、財務シミュレーションに関する支援な
どである。また、市民参加は、民意を捉える
ために必要であり、市民、事業者、行政にと
って最も高い効果が得られるよう、検討して
いきたい。

問　新型コロナウイルスワクチン接種事業の
会場やクーポン券配布の考え方は。
答　集団接種として、常設会場のコミュニテ
ィセンターのほか、老人福祉センターや大型
館の地区センターなど２か月ごとに会場を変
えての実施を予定している。また、個別接種
について、医師会と調整を行っており、おお
むね７０を超える医療機関での実施を予定し
ている。交通手段の確保が難しい方は、自宅
近くの集団接種会場や個別接種を行う医療機
関の利用を想定している。また、クーポン券
の発送は、ワクチン接種の優先順位と併せて
考えていく必要がある。ワクチンの供給量に
よっては６５歳以上の方でも優先順位を細分
化する必要があると考えており、供給量に応

じ検討を進めたい。
問　ビジネスパワーアップ補助金の対象およ
び増額理由は。
答　令和２年度当初予算では３００万円を計
上していたが、コロナ禍に対する支援策とし
て、５０００万円の補正を行ったほか、事業
者のＩＴ化やリモートワークなどの新しい働
き方の推進に対する取り組みを補助対象に追
加した。コロナ禍に対応する経営基盤強化の
ためには、新たな事業に取り組むことが必要
であると考えていること、また、事業継続支
援金のアンケートを踏まえ、令和３年度も例
年の補助対象に加えて、販売活動のＩＴ化や
リモートワークなどへの取り組みを対象と
し、令和２年度当初予算よりも増額して進め
ていきたいと考えている。
問　まるごとまちごとハザードマップの設置
および周知の考え方は。
答　まるごとまちごとハザードマップは、ま
ずは、生活徒歩圏の半径７００ｍを基準とし
て、想定浸水深の標識を設置していく。ま
た、避難所の誘導標識は、１施設あたり２か
所の設置を予定している。併せて水害に対す
る周知啓発も行っていきたいと考えており、
地域によって水害の影響は異なるが、利根川
の洪水を想定した場合は、市内全域が対象と
なるため、どこでも水害は起こりうることを
知っていただきたい。その際、水害の影響が
多い地域には説明等の工夫をしていく。

問　校内系ネットワークにおける無線ＬＡＮ
の整備状況と今後の課題は。
答　今年度は各教室に無線ＬＡＮ設備を設置
した。現在小学校で８０台、中学校では４０
台のタブレット端末を活用しているが、令和
３年度は２万６０００台に増えることから、
ネットワーク接続へのさらなる負荷が予想さ
れる。また、学校と市役所のネットワークは
共有しており、庁内ネットワークを圧迫する
可能性があるため、令和３年度はネットワー
クの分離を行う予定である。また、ネットワ
ークの高速化のため、文部科学省が令和４年
度に整備を目指している、学術情報ネットワ
ーク「ＳＩＮＥＴ」への接続に向けて準備を
していく。
▶討論　反対討論、賛成討論がそれぞれ１件
ありました。

　マイナンバーカードと健康保険証の一体化

の取り組みなどについて質疑がありました。

問　介護保険料の考え方は。また、国への要
望は。
答　介護保険事業計画の策定ごとに介護保険
料を見直すことになっており、３年間の保険
給付費を推計して設定している。今回、第８
期計画の開始に併せて法定の保険料負担の割
合から設定した結果、保険料を上げる判断と
なった。また、高齢化の状況にあって、低額
な保険料および費用で、必要とされる専門的
なサービスが給付の枠組みの中で継続的かつ
安定的に提供されるためには、国費の一層の
投入が不可欠であると考えており、これまで
も中核市市長会等を通じて、地方が一丸とな
って国に要望してきた。今後も要望を続けて
いきたい。
▶討論　反対討論が１件ありました。

　販売促進支援業務委託料や事業の進捗状況
などについて質疑がありました。

　市立病院の今後のあり方や看護師の処遇な
どについて質疑がありました。

問　下水道使用料の負担のあり方とコロナ禍
を踏まえ料金改定を延期する考えは。
答　下水道事業は、地方財政法上の公営企業
とされ、営業で得た収益により事業を行うこ
ととされている。使用者や水量を把握できる
ことや市内全ての方が使用できる施設ではな
いことから、費用を公費で賄うことは公平性
の観点から課題があり、使用水量に応じた適
正な負担が必要である。また、下水道使用料
における適正な負担区分は、速やかに整えて
いく必要があると考えており、公益社団法人
日本下水道協会ではおおむね３年から５年ご
との見直しを行うべきとされていることか
ら、５年ごとに料金体系を整えている。な
お、コロナ禍による市民生活の影響を考慮
し、新料金の適用時期を令和３年９月１日と
しているが、実際には１１月の検針分からの
適用となる。
▶討論　反対討論が１件ありました。

　３月定例会では、予算特別委員会を設置し、令和３年度（202１年度）の当初予算議案につい
て審査しました。※質疑のあった議案については主な質疑項目を掲載しています。また、賛否が
分かれた議案については、質疑項目と答弁要旨を掲載しています。
予算特別委員会委員（◎委員長、〇副委員長）
　◎守屋　　亨　〇服部　正一　　清水　　泉　　浅古　高志　　小林　成好
　　野口　和幸　　山田　大助　　久保田　茂　　後藤　孝江　　野口　佳司

予算特別委員会の活動一般会計

介護保険特別会計

西大袋土地区画整理事業費特別会計

病院事業会計

公共下水道事業会計

国民健康保険特別会計



市民体育祭中央大会開会式の様子

問　行政課題は時々刻々と変化しており、
その都度柔軟な対応が求められる。市民ニ
ーズに即した行政運営には、それを担う組
織、さらに人材が必要であると考える。越
谷市という行政を担う人材として、スピー
ディーかつ正確な対応以上に、新たな市民
サービスを提供すべく、自ら考え、想像力
を持ち、そして行動力のある人材をしっか
り確保することが急務であると考えるが、
新規採用試験の現状と今後の考えは。
市長　少子化による学生数の減少や民間企
業の採用活動の影響などにより、本市の職
員採用試験の受験者数は年々減少傾向にあ
り、今後も若年人口の減少が見込まれる状
況において、人材確保はますます困難にな
るものと認識している。本市では、これま
で受験可能年齢の引き上げや面接試験の回
数を増やすなどの採用試験の見直しを適宜
行うとともに、採用説明会や広報ＰＲ活動
などを通じて、本市が求める職員像や本市
で働くことの魅力を発信することにより、
優秀な人材の確保に努めている。今年度は、
採用困難職種である技師について、例年実

施している他の多くの市町村の試験日程と
競合する９月の試験に加え、先立って６月
に試験を実施した。これにより、一定の採
用内定者を確保できたため、有効な取り組
みであったと認識している。今後もこれま
での取り組みを継続し、他の職種における
試験日程の前倒しによる実施など、採用試
験のあり方についてさらに検討を進め、優
秀な人材の確保に努めていきたい。

問　毎年秋に開催してきた市民体育祭中央
大会が昨年は新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、残念ながら中止となった。
本来、市民体育祭の開催については、実行
委員会規約にのっとり行われていることは
承知しているが、コロナ禍で事業実施が難
しい今だからこそ、各地区の実情を鑑み、
実施方法も含めて市民体育祭のあり方を検
討する考えは。
教育長　令和２年度は、３密対策や競技団
体から出されているガイドラインの内容に
沿った運営が難しいことから、残念ながら
市民体育祭の各種目別大会と中央大会が中
止となった。市民体育祭実行委員会を構成
する関係団体からは、ウィズコロナを見据
えた市民体育祭の新たな取り組みの検討が
必要ではないかとの意見があったことから、
令和３年度の実施に向けた準備をしている。
具体的には、現在６月開催予定のソフトボ
ール大会、卓球、ビーチボール大会につい

ては、各地区に開催可否のアンケート調査
を行い、参加人数や試合方法の見直し、大
声での会話や応援の制限、用具の消毒や会
場の換気など、コロナ禍においても開催可
能な大会実施に向けて検討を進めている。
また、秋以降に予定しているグラウンド・
ゴルフ大会、中央大会、駅伝競走大会につ
いても同様に検討していく。
　市民体育祭は、昭和３１年１０月に第１
回町民体育祭を開催し、スポーツ・レクリ
エーション宣言都市として、健康で明るく
豊かな市民生活の形成と市民文化の発展に
寄与してきた長い歴史を持つスポーツイベ
ントである。今後、各地区の実情等も考慮
し、実施方法や市民体育祭のあり方などに
ついて、市民体育祭実行委員会の構成団体
である体育協会やレクリエーション協会、
自治会連合会、スポーツ・レクリエーショ
ン推進協議会の方々と協議を進め、市民の
方々がスポーツ・レクリエーション活動に
親しめるよりよい事業となるよう取り組ん
でいきたい。

❻　　　　　こしがや市議会だより　令和３年（2021年）５月1日 代表質問の詳細は録画映像をご覧ください。QRコードは５月１日からご覧いただけます。

代表質問
市政に対する 　３月定例会では各会派から１人が代表して質問を行いました。

また、コロナ禍の状況や一般質問の発言時間等を考慮し、本定
例会においては代表質問の発言時間を一般質問と同様に、質疑
と答弁を含めて、これまでの２時間から１時間に変更して実施
するとともに、新型コロナウイルス感染症対策のため出席者を
必要最小限にして実施しました。

※各会派の所属人数に応じた掲載枠となっています。

自由民主党
越谷市議団
野口　佳司　議員

問　近年、国内外で異常気象が激甚化して
おり、大きな要因とされるのが温室効果ガ
スの増加に伴う地球温暖化である。世界で
も脱炭素社会実現に向けた取り組みが加速
し、２０５０年カーボンニュートラルを目
指す国、地域は１２０を超え、国内でもゼ
ロカーボンシティ宣言をしている自治体は、
２月１７日現在で２６５自治体となり、最
近では山梨県と県内の全２７市町村が２０
５０年までに二酸化炭素の排出量を実質ゼ
ロにするゼロカーボンシティを共同で目指
すことを宣言した。昨年の９月定例会にお
いて、議員から本市もゼロカーボンシティ
宣言をするべきだという提言があった中で、
脱炭素社会の構築に向けた考えは。
市長　本市では令和３年度から新たな地球
温暖化対策実行計画を進めていく中で、

２０３０年度までに温室効果ガスの排出量
を国や県に合わせて２０１３年度比２６％
の削減を目標として掲げている。目標達成
のためには、これまでの取り組みの継続、
拡充のほか、新技術の開発や社会システム
の大幅な転換、関係者の意識の変革なども
求められている。現時点では、本市におい
て２０５０年までに二酸化炭素の排出を実
質ゼロとすることは困難な状況であるが、
地球温暖化から将来世代を守るためには、
全ての関係者ができる限り二酸化炭素の排
出をゼロに近づけるため、努力していく意
識を共有することが重要であると認識して
いる。市民や事業者と一体となって脱炭素
社会の構築に向けた取り組みを推進してい
くため、令和３年度早期にゼロカーボンシ
ティ宣言に向け、具体的な検討を進めたい。

問　子どもたちが生涯に渡り学んだ成果を

地域社会や世界に還元できる人生を歩んで
ほしいと考えるが、ＳＤＧｓに関する取り
組みは。
教育長　令和２年４月の校長研究協議会で、
今後の教育課題として取り組んでいくＳＤ
Ｇｓの重要性について説明した。説明後、
ＥＳＤやＳＤＧｓの視点を加えた総合的な
学習の時間の年間指導計画を独自に作成し
た学校がある。昨年度からＳＤＧｓに取り
組んでいる市内小学校では、学習内容がＳ
ＤＧｓのどのゴールに結びつくのかを子ど
もたちに意識させるため、学習資料に１７
のゴールのアイコンを示す取り組みを始め
た。令和３年度からは、市内の全小中学校
から代表者を集め、総合的な学習の時間の
カリキュラムを検討し、実践を図る研究組
織を立ち上げていく。今後も第２期小中一
貫教育を推進する中で、現代社会の課題を
自分ごととして捉え、他者と協働し、持続
可能な社会につながる新たな価値や行動を
生み出す子どもの育成を目指していく。

公 明 党
越谷市議団
守屋　亨　議員

新規職員採用試験の現状と
今後のあり方について

市民体育祭の現状と
今後のあり方について

「ゼロカーボンシティ宣言」を
することについて

児童生徒が現代社会の課題を自分ごととして捉え、
課題解決のために「考え」「行動する」ことについて



感染症対策をしながら給食を食べる子ども達

ワクチンの集団接種シミュレーションの様子

こしがや市議会だより　令和３年（2021年）５月１日　　　　　❼代表質問の詳細は録画映像をご覧ください。QRコードは５月１日からご覧いただけます。

問　昨年３月、政府の要請によって行われ
た一斉臨時休校や、現在でも続いているさ
まざまな行事の中止や縮小など、小中学生
にとっては大変つらい日々が続いている。
教育を受ける権利を保障しながら取り組ん
でいる感染拡大防止策の内容および教職員
や児童生徒間の交流は。
教育長　具体的な感染予防対策は、毎朝家
庭での健康観察や登校時の教職員による児
童生徒の検温結果の確認、体調観察を行っ
ている。また、マスク着用・換気・手洗い
・うがい等の基本的な感染防止策を徹底し、
さらに給食中は前を向き会話を控える等の
対策を行い、学校生活の中で「感染しな
い」「感染させない」よう指導している。
教職員や児童生徒間の交流については、各

学校で協働的な学びが制限される中さまざ
まな取り組みを行っている。タブレット内
の授業支援ソフトを使い資料を仲間と共有
する学習や、アクリル板等を設置し感染防
止策を講じて話し合い活動を実施した学校、
さらに修学旅行の代わりに動物園での班別
行動を実施した学校もある。加えて、生徒
会連合会によるオンライン会議を開催する
など、各学校で行事の工夫や改善を行って
いる。また、児童生徒の居場所づくりとし
て、休み時間に校庭で鬼ごっこを取り入れ、
教師を含めた児童生徒同士での関わりを増
やす取り組みを行った学校もある。コロナ
禍で不安やストレスを抱える児童生徒がい
ることを想定し、定期的に心のアンケート

を実施し担任との二者面談を設けている。
教育委員会は今後も人と人との心のつなが
りを感じ取ることができる教育活動を推進
し、各学校に応じた支援を行っていく。

問　デジタル化の動きが加速度的に進む中、
情報通信技術を利用できる人と利用できな
い人との間に生じる格差がここ近年問題と
なっているが、この情報格差を解消する取
り組みは。
市長　インターネットを利用できるキオス
ク端末やマイナポータル端末を市役所や出
先機関に設置し、パソコンやスマートフォ
ン等を持っていない方に対して、インター
ネットを利用する機会の確保に努めてきた。
第５次越谷市総合振興計画前期基本計画の
推進ビジョンでは、行政手続きのオンライ
ン化推進にあたり、デジタルデバイドが生
じないよう留意することを明記している。
今後も行政のデジタル化の推進と、デジタ
ルデバイドの解消に向けた取り組みを積極
的に進め、市民サービスのさらなる向上に
努めていきたい。

立 憲 ・
市民ネット
細川　威　議員

問　介護保険料や下水道料金の値上げな
ど、市民への負担増は今行うべきではない
と考えるが、市民生活や市内事業者への配
慮について、令和３年度予算への反映状況
は。
市長　予算は例年以上に厳しいが、市民

サービスの質を保持すべく、財源確保に努
めた。感染症対応で不測の支出が生じる
が、困窮世帯等の子どもに対する学習支
援、市内中小事業者への住宅・店舗改修の
支援など、市民生活や地域経済に配慮した
予算とした。

問　学習環境を悪化させる過大規模校につ
ながる小中一貫校、３学園構想についての
考え方は。また、レイクタウン地域に学校
を新設する考えは。
教育長　小中一貫校の強みを生かした教育
内容と指導体制を確立し、特色ある教育を

円滑に展開できるよう３学園構想を進め
る。学校建設の敷地をレイクタウン地区
内、周辺地域などで検討したが、買収には
相当の年月を要するため、小中一貫校の設
立に取り組んでいく。

問　大沢第一、中央保育所をそれぞれ建て
替え、（仮称）緑の森公園保育所を市内１
９番目の保育所にする考えは。
市長　２つの保育所を現在地で建て替える
よりも、スピード感をもって対応できるこ
と、総事業費を抑制できること等から、一
体化した新しい保育所に建て替える。

日本共産党
越谷市議団
宮川　雅之　議員

問　新型コロナウイルスワクチン接種体制
の整備状況および接種率向上に向けた取り
組みは。
市長　コミュニティセンターや老人福祉セ
ンター等の公共施設を会場として実施する
集団接種と、市内実施医療機関による個別

接種の併用により、より多くの方に接種し
ていただけるよう準備を進めている。３月
下旬にはクーポン券の発送を予定してお
り、発送と併せてコールセンターを開設
し、市民からの問い合わせに広く対応でき

るよう相談体制を整えていく。接種率向上
に向けて、集団接種の実施日の調整や予約
方法の利便性向上を図っていく。また、先
行接種後の状況について情報提供を行うな
ど、多くの方が安心してワクチンを接種で
きるよう積極的な周知に努める。

問　ＡＩやＲＰＡを導入する考えは。
市長　導入に向け整理している。今後も国
や県の動向や他市の事例等を踏まえ、実証
実験等の実施によって本市における効果を
しっかりと見定めた上で導入を検討してい
きたい。

越 谷 刷 新
ク ラ ブ
松島　孝夫　議員

問　能力、実績に基づく人事管理を徹底し、
より高い能力を持った人材の育成と組織全
体の士気高揚や公務能率の向上を図り、住
民サービス向上の土台をつくるものとして
人事評価制度が導入されたが、本市では人
事評価は昇給や勤勉手当に反映されていな
い。多くの自治体で人事評価は給与へ反映
されているが、本市の現状と今後は。
市長　人事評価は職員の発揮した能力や挙

げた業績を適正に評価し、その結果を給与
に反映させることにより、職員の人材育成
やモチベーションを高める効果があり、組
織全体の公務能率の向上につながると認識
している。一方で公正な評価の確保や評価
のばらつきなど課題もある。引き続き人事
評価結果の分析、検証をし、改善を図りな
がら公平感や納得感を感じられる評価制度
の構築に向け、努めていきたい。

日本維新の会
小林　成好　議員

小中学校における新型コロナウイルス感染拡大
防止策と教職員・児童生徒間の交流について

ＩＴ・ＩｏＴ社会におけるデジタル
デバイド（情報格差）の解消について

予算編成の考え方について 小中一貫校計画・３学園構想について

保育所の統廃合の考え方と
（仮称）緑の森公園保育所整備について

新型コロナウイルスの
ワクチン接種について

業務効率化のためＡＩ・ＲＰＡの
利用を促進することについて

人事評価の給与への反映について
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　令和３年３月定例会において、任期満了に
伴い、社会福祉審議会委員に次の方を選出し
ました。
社会福祉審議会委員
　大野　保司

　令和３年４月臨時会が４月２３日に開か
れ、5件の市長提出議案を原案のとおり可決
しました。
〈可決した議案〉
・専決処分事項の承認を求めることについて
（越谷市税条例の一部を改正する条例）

・専決処分事項の承認を求めることについて
（令和３年度越谷市一般会計補正予算（第
１号））

・越谷市税条例の一部を改正する条例制定に
ついて

・越谷市都市計画税条例の一部を改正する条
例制定について

・令和３年度越谷市一般会計補正予算（第２
号）について

　令和３年６月定例会は、６月１日（火）か
ら１８日（金）までの１８日間にわたって開
催する予定です。
　詳しくは、市議会ホームページまたは議会
事務局までお問い合わせください。（☎９６
３－９２６１）

　こしがや市議会だよりの表紙写真を随時募
集しています。
募集内容
　越谷市に関連する行事、風景、人物、その
他季節に合うもの

応募規定
　１人１回につき２枚まで。おおむね３年以
内に撮影したもの。（ただし、景観に変化が
なければ制限はありません）
応募資格
　越谷市在住、在勤または在学の方
※詳しくは、市議会ホームページをご覧くだ
さい。なお、次号の令和３年８月１日号の写
真募集はありません。新しくなった議場の紹
介をする予定です。

　本定例会では、５０人の傍聴者がありまし
た。いただいた感想から一部要約して紹介し
ます。
■初めて市議会を傍聴した。施政方針にさま
ざまな方針があり、私たちの生活に身近に関
係しているのだと感じた。
■議会質問が短縮されたため、再質問から納
得いくまで回答を引き出すことができず非常
に残念だった。
《市議会のＩＣＴ化に向けた取り組み（パソ
コン等の利用を試行していること）について》
■傍聴者にも貸してもらえるといいと思う。

こしがや市議会からの

お
知
ら
せ

　初夏の気配が漂う季節、いかがお
過ごしでしょうか。市議会だよりも
広報こしがやに併せて、縦書きから
横書きへ、右とじから左とじへと変
更となりました。市議会だよりが市
民の方にとってより親しみやすく、
より興味を持っていただける紙面と
なりますよう、議会報専門協議会に
て協議を続けて参りますので何卒ご
理解賜ります。

議会報専門協議会委員
野口　高明

編　集　後　記

市議会

　市議会の用語や仕組みを解説し
ます。
●代表質問と一般質問
　本定例会では代表質問が行われま
した。代表質問とは、各会派を代表
する議員１名が行うもので、毎年３
月定例会で行われています。なお、
一般質問は、各議員が個別に行うも
ので、6月、９月、１２月定例会で
行われています。
　いずれも市の一般事務や施政方針
等について、市長をはじめとする執
行機関に質問するもので、質問を行
う前に議長へ質問通告書を提出する
ことになっています。

　令和３年５月１日から、議会中継
をリニューアルしました。それに伴
い、議会中継ページのURLが変更と
なっています。ブラウザのお気に入
りやブックマークにご登録いただい
ている方は、お手数ですが、変更を
お願いします。新しいURLは以下の
とおりです。

　また、今年度から、常任委員会お
よび特別委員会のライブ
中継が始まります。ぜひ
一度、ご視聴ください！

議会中継
リニューアルのお知らせ

こしがや市議会だよりの市議会だよりに
すてきな名前を
付けてください 愛称を募集！

http://koshigaya.gijiroku.com

　こしがや市議会だよりの愛称を募集します。明るく、親しみやすく、読み
やすい愛称をご応募ください！（文字数は問いません。）採用作品応募者に
越谷市議会議長から感謝状と記念品を贈呈します。

　越谷市内に在住、在勤、在学している方
（未成年者は、親権者の同意を得て応募し
てください）で、はがきまたは封書により、
市議会だよりの愛称、愛称への想い、住所、
氏名、年齢、電話番号、市内在勤の方は勤
務先、市内在学の方は学校名と学年を記入
し、議会事務局へ送付してください。（メ
ール、FAX可。様式は問いません）
※一人につき何点でも応募可。ただし、一
点につき応募は一枚とします。個人情報は
愛称募集の目的以外に使用しません。

　令和３年（2021年）５月３１日（月）
※消印有効

〒３４３－８５０１
越谷市越ヶ谷四丁目２番１号
越谷市議会事務局「市議会だより愛称募集
担当」
e-mail：giji@city.koshigaya.lg.jp
FAX：048-966-6006

　議会報専門協議会で審査し、決定します。
採用者へ通知し、越谷市議会だより、越谷
市議会ホームページへ掲載します。
※採用された愛称は、後日デザインを施し、
市議会だよりで使用します。また、採用さ
れた愛称は越谷市議会に帰属します。

審査・発表

送付先応募方法

応募期限

議会人事

４月臨時会について

６月定例会開催予定
傍聴して一言

表紙写真の募集


